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本研究では，鳥取県内にある平成 22 年度から新たに校庭の芝生化事業に参加した 3 校の 3 年生か
ら 5 年生までの児童 252 名を対象とした(表 1)。 運動意欲及び児童の遊びに関する調査は，対象校
が芝生化前の 2010 年 7 月上旬及び芝生化開始 6 ヶ月後の同年 12 月中旬，芝生化開始 18 ヶ月後の
2011 年 12 月中旬の計 3 回実施した。
児童における運動意欲の評価については，岡澤が作成している運動有能感測定尺度を使用した 10)。
この尺度による運動有能感は，身体的有能さの認知，統制感及び受容感の 3 因子から構成されてい









Wilcoxon の T 検定を行った。
表 1 調査対象校の概要 























表 2 芝生化前後における遊びの種類の変化 
a 男子 b 女子
 動  
-a
6 ヶ月後及び芝生化 18 ヶ月後で新たにみられた。また，主に室内において行われる遊び
と考えられるカード遊びや将棋といった項目で増加する傾向が伺えた。対照的に，室内での会話と
った遊び項目において減少する傾向が観察された。一方，校庭の芝生化前後における女子の遊び
の種類の変化を表 2-b に示した。その結果，女子では芝生化前と比較して芝生化 6 ヶ月後及び芝生
化 18 ヶ月後で校庭の芝生の上に設置された遊具遊びや，芝生の上で行えるサッカー及びバレーボー
ルなどの項目で増加する傾向が伺えた。さ に，芝生化前ではみられなかった側転や倒立を芝生の
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２．校庭の芝生化前後における遊び人数の変化
校庭の芝生化前後における児童の遊び人数の変化を検討するために Wilcoxon の T 検定を行った
(男子 117 人，女子 133 人)。尚，調査にあたっては，個人が何人と遊んでいるかを芝生化前後で検
討した。校庭の芝生化前後における男子の遊び人数の変化を図 1-a に示した。その結果，男子では
芝生化前と比較して芝生化 18 ヶ月後において，児童の遊び人数が有意に増加した(芝生化前：
8.74±4.97 人，6 ヶ月後：9.89±5.29 人，18 ヶ月後：10.49±5.48 人，p<0.05)。一方，校庭の芝生化前
後における女子の遊び人数の変化を図 1-b に示した。その結果，女子では芝生化前と比較して芝生
化 6 ヶ月後及び芝生化 18 ヶ月後において，児童の遊び人数が有意に増加した(芝生化前：3.94±2.15
人，6 ヶ月後：4.90±2.75 人，18 ヶ月後：4.95±2.69 人，p<0.01)。
 さらに，運動有能感の違いからみた校庭の芝生化前後における児童の遊び人数の変化を検討する
ために Wilcoxon の T 検定を行った(男子：運動有能感上位群 57 人：44 点以上，運動有能感下位群
60 人：43 点以下，女子：運動有能感上位群 65 人：44 点以上，運動有能感下位群 68 人：43 点以下)。
運動有能感の違いからみた芝生化前後における男子の遊び人数の変化を図 2-a に示した。その結果，
男子の運動有能感下位群では明らかな変化はみられなかったが，運動有能感上位群では芝生化前と
比較して芝生化 18 ヶ月後において，児童の遊び人数が有意に増加した(芝生化前：8.85±5.03 人，6
ヶ月後：10.11±5.37 人，18 ヶ月後：11.07±5.72 人，p<0.05)。一方，運動有能感の違いからみた芝生
化前後における女子の遊び人数の変化を図 2-b に示した。その結果，女子の運動有能感上位群では
明らかな変化はみられなかったが，運動有能感下位群では芝生化前と比較して芝生化 6 ヶ月後及び
芝生化 18 ヶ月後において，児童の遊び人数が有意に増加した(芝生化前：3.51±1.38 人，6 ヶ月後：




a 男子 b 女子 
図 1 芝生化前後における遊び人数の変化 
 * : p<0.05,  ** : p<0.01 
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３．校庭の芝生化前後における児童の遊び場の変化
校庭の芝生化前後における児童の遊び場の変化について検討するために McNemar の拡張検定を
行い男女とも有意差が認められたため (芝生化前-6 ヶ月後；男子 p<0.01，女子：p<0.01，芝生化前
-18 ヶ月後；男子：p<0.01，女子：p<0.05，芝生化 6 ヶ月後-18 ヶ月後；男子：p<0.01，女子：p<0.01)，
これらのペアを解いて多重比較により検定を行った(男子 117 人，女子 133 人)。校庭の芝生化前後
における男子の遊び場の変化を図 3-a に示した。男子においては，芝生化前と比較して芝生化 6 ヶ
月後に「校内から校庭」及び「運動場から校庭」へ遊び場を有意に移動した(p<0.01)。また，男子で
は芝生化 6 ヶ月後と比較して芝生化 18 ヶ月後に「校庭から運動場」へ遊び場を有意に移動した
(p<0.05)。一方，校庭の芝生化前後における女子の遊び場の変化を図 3-b に示した。その結果，女子
では芝生化前と比較して芝生化 6 ヶ月後及び芝生化 18 ヶ月後に「校内から校庭」へと遊び場を有意
に移動した(p<0.01)。また，女子では芝生化 6 ヶ月後から芝生化 18 ヶ月後に「校内から校庭」へと
遊び場を有意に移動した(p<0.05)。
a 男子 b 女子 
図 2 運動有能感の違いからみ芝生化前後の遊び人数の変化 
a 男子 b 女子 
図 3 芝生化前後の遊び場の変化 
 * : p<0.05,  ** : p<0.01 
 * : p<0.05,  ** : p<0.01 
図 2 運動有能感の違いからみた芝生化前後の遊び人数の変化 
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 このように，校庭を芝生化することにより男子では校内や運動場から校庭へ遊び場が変化するが，





めに McNemar の拡張検定を行い有意差が認められたため (芝生化前-6 ヶ月後；上位群 p<0.01，下
位群：p<0.01，芝生化前-18 ヶ月後；上位群：p<0.01，下位群：p<0.05，芝生化 6 ヶ月後-18 ヶ月後；
上位群：p<0.01)，これらのペアを解いて多重比較を行った(男子：運動有能感上位群 57 人：44 点以
上，運動有能感下位群 60 人：43 点以下)。運動有能感の違いからみた校庭の芝生化前後における男
子の遊び場の変化を図 4-a 及び図 4-b に示した。男子の運動有能感上位群では芝生化前と比較して
芝生化 6 ヶ月後に「校内から校庭」及び「運動場から校庭」へ遊び場を有意に移動した(p<0.05)。ま
た，男子では芝生化 6 ヶ月後と比較して芝生化 18 ヶ月後に「校庭から運動場」へ遊び場を有意に移
動した(p<0.05)。一方，男子の運動有能感下位群では，芝生化前と比較して芝生化 6 ヶ月後に「校内
から校庭」へ遊び場を有意に移動した(p<0.05)。
c 女子上位群 d 女子下位群
a 男子上位群 b 男子下位群
図 4 運動有能感の違いからみた芝生化前後の遊び場の変化
  * : p<0.05,  
 ** : p<0.01 
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さらに，女子においる運動有能感の違いからみた校庭の芝生化前後での遊び場の変化を検討する
ために McNemar の拡張検定を行い有意差が認められたため(芝生化前-6 ヶ月後；上位群 p<0.01，下
位群：p<0.01，芝生化前-18 ヶ月後；上位群：p<0.01，下位群：p<0.05，芝生化 6 ヶ月後-18 ヶ月後；
下位群：p<0.01)，これらのペアを解いて多重比較を行った(女子：運動有能感上位群 65 人：44 点以
上，運動有能感下位群 68 人：43 点以下)。運動有能感の違いからみた校庭の芝生化前後における女







18 ヶ月後には運動場へ遊び場を変化させていた。また，運動意欲の低い男子は芝生化 6 ヶ月後では
校内から校庭への遊び場の変化が認められたが，18 ヶ月後には明らかな変化は認められなかった。
一方，女子においては運動意欲の高低に関係なく芝生化後に校内から校庭へ遊び場が変化すること
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